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2013/平成25年
わらび・747

おじいちゃんおばあちゃん
「いつまでも元気でいてね」

　８月21日、南町地区留守家庭児童指
導室のＡ館の児童17人が、心をこめて
制作活動に取り組みました。「元気でい
てね」と、それぞれの思いと似顔絵を添
えた絵手紙。９月16日は敬老の日です。
大好きなおじいちゃん、おばあちゃん
の喜ぶ顔を見るのが待ち遠しいですね。

～今月の特集～
◦高齢者特集
◦ぷちトマトくらぶ
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定
が
難
し
い
木
の
ほ
う
が

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
よ
」
と

愛
用
の
は
さ
み
を
手
に
話
す
の
は
、

河
内
行
男
さ
ん
。
趣
味
の
盆
栽
技

術
を
生
か
し
た
い
と
会
員
に
な
り
、

個
人
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
植

木
の
剪
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

都
内
の
企
業
に
勤
務
し
て
い
た

頃
は
、
仕
事
が
多
忙
で
地
域
と
の

関
わ
り
が
な
か
っ
た
と
い
う
河
内

さ
ん
。今
で
は
知
り
合
い
も
増
え
、

「
や
っ
ぱ
り
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

→希望する人で現在就労していない人　申し込み・問い合わせ＝10月31日までに埼玉県社会福祉協議会福祉人材センター（☎048・833・8033）

高齢者特集①：シルバー人材センター会員の
　　　　　　　　　　　　　　　いきいきライフ

「
剪

培ってきた知識と経験を生かし、地域という新たな舞台で
仕事のやりがいを再発見できる、蕨市シルバー人材センター。
おおむね60歳以上の人が登録でき、400人が汗を流しています。
2、3㌻では就業を通じて、いきいきと生活する３人を紹介します。
未登録のかたも、同センターであなたの力を発揮しませんか。

地
域
で
新
た
な
輝
き
を
─

安全できれいなまちづくりのために駅前の駐輪の状況を巡回・管理する皆さん

働
く
の
は
い
い
で
す
ね
」
と
市
内

を
精
力
的
に
飛
び
回
り
ま
す
。

　

作
業
で
は
お
客
さ
ん
の
大
事
な

庭
木
を
扱
う
た
め
、
要
望
を
し
っ

か
り
と
聞
き
、
丹
念
な
仕
上
げ
を

心
が
け
る
の
が
信
条
で
す
。
そ
の

確
か
な
技
術
と
実
直
な
人
柄
か
ら
、

常
連
客
も
多
く
、
繁
忙
期
に
は
順

番
待
ち
に
な
る
こ
と
も
。「
必
要
と

さ
れ
る
の
は
幸
せ
な
こ
と
で
す
ね
。

体
力
が
続
く
限
り
働
き
ま
す
よ
」

と
力
強
く
語
る
河
内
さ
ん
で
す
。

●
●
●
●
●
●

生
涯
現
役
宣
言

山登りで鍛えた足腰で高い場所でも脚立
を使い身軽に剪定します（右が河内さん）

Members File1
×植木剪定

河
かわ

内
うち

 行
ゆき

男
お

さん　70歳
　南町２丁目在住。40年以上勤務
した都内の企業を退職後、会員に
なり､ ４年目｡ 趣味の盆栽技術を
生かし、植木の剪定作業に当たる

住み慣れたまちで
働くのはいいね。
体力が続く限り、
続けていきたいです。
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■介護人材定着推進事業のご案内／介護関係の有資格者を対象とした就職支援を行います　対象＝県内の介護施設等に介護職として就職を→

ん
な
仕
事
も
一
生
懸
命
取

り
組
む
こ
と
が
た
い
せ
つ

よ
」
と
、
柔
ら
か
な
口
調
で
話
す

遠
藤
フ
ミ
さ
ん
。
会
員
に
な
り
、

17
年
目
。81
歳
の
今
も
、月
に
15
日

程
度
の
駅
前
清
掃
に
加
え
、
家
事

援
助
な
ど
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
き
れ
い
好
き
で
掃
除

が
得
意
な
遠
藤
さ
ん
。
朝
７
時
か

ら
２
時
間
か
け
て
行
う
駅
前
清
掃

で
は
、
東
西
口
に
わ
た
っ
て
空
き

缶
を
拾
っ
た
り
落
ち
葉
を
掃
い
た

「
ど

り
と
、
丁
寧
に
作
業
を
し
て
い
き

ま
す
。「
通
勤
や
通
学
な
ど
で
駅
を

利
用
す
る
人
が
、
気
持
ち
よ
く
歩

け
る
よ
う
に
し
た
い
だ
け
」
と
に

っ
こ
り
。
そ
う
し
た
熱
心
な
仕
事

ぶ
り
か
ら
、
歩
行
者
に
お
礼
の
言

葉
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
。「
な
に

よ
り
の
励
み
に
な
り
ま
す
ね
。
仕

事
を
し
て
い
る
と
生
活
に
張
り
が

出
る
し
、
明
る
く
過
ご
せ
る
。
健

康
で
い
ら
れ
る
秘
訣け

つ

で
す
ね
。」と

元
気
い
っ
ぱ
い
の
遠
藤
さ
ん
で
す
。

　

作
業
で
は
、
80
代
の
先
輩
か
ら

指
導
を
受
け
る
こ
と
も
多
く
、「
技

術
的
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
充
実

し
た
生
活
も
お
手
本
に
な
り
ま
す

よ
」
と
話
し
ま
す
。現
役
の
頃
は
、

機
会
が
少
な
か
っ
た
地
域
の
人
と

の
交
流
に
刺
激
を
受
け
て
い
る
石

井
さ
ん
。
自
身
も
技
術
の
向
上
の

た
め
、
教
わ
っ
た
内
容
に
一
工
夫

を
凝
ら
し
て
み
た
り
、
本
で
調
べ

た
り
と
勉
強
の
日
々
で
す
。「
い

い
製
品
を
提
供
し
て
、
多
く
の
人

に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

と
い
う
石
井
さ
ん
。
新
た
な
目
標

と
出
会
い
を
通
し
て
、
人
生
の
第

２
ス
テ
ー
ジ
を
謳お

う
歌
し
て
い
ま
す
。

まちの玄関口がいつもきれいであるよう
に、心をこめて清掃します（左が遠藤さん）

｢いつもありがとう｣
駅を利用する人からの
そのひと言が
励みになりますね。

Members File2
×駅前清掃

遠
えん

藤
どう

 フミさん　81歳
　南町２丁目在住。子育てが一段
落してから、市外企業で10年以上
勤務。退職後、会員となり、駅前
清掃のほか、家事援助なども行う

和気あいあいとした雰囲気のなかで作業
に取り組みます（左から２人目が石井さん）

Members File3
×家具再生

石
いし

井
い

 信
のぶ

義
よし

さん　64歳
　南町３丁目在住。大学職員とし
て30年以上勤務。昨年から、蕨戸
田衛生センター組合のリサイクル
プラザで家具の再生作業に携わる

気
味
よ
い
金
づ
ち

の
音
が
響
く
工
房

で
ひ
と
き
わ
作
業
に
精
を

出
す
石
井
信
義
さ
ん
。
以

前
か
ら
興
味
が
あ
っ
た
大

工
仕
事
に
関
わ
り
た
い
と
、

蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
組

合
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

で
粗
大
ご
み
の
家
具
を
補

修
し
、
定
期
的
な
販
売
会

に
向
け
て
奮
闘
中
で
す
。

小
先輩たちの指導を受け､
勉強の日々。
新たな出会いもあり、
刺激を受けますよ。

　高齢者の皆さんの経験や技術､ やる気を
就業を通して、地域に生かしませんか。
対象＝健康で働く意欲のあるおおむね60歳
以上の人　会員制　主な仕事＝軽作業、清
掃、公共施設の管理、除草、庭木の剪定、簡単
な大工仕事　登録＝公益社団法人蕨市シル
バー人材センター（中央1-30-2 ☎433･0962）

シルバー人材センターに 
登録していっしょに仕事をしませんか

①手芸（シルバーワークプラザ）②公共施設の管
理（けやき荘）③洗濯（市立病院）

こんな仕事
あります ①

②

③
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■就職支援相談／17日 午前10時～午後4時（正午～午後1時は除く） 予約制 就職活動の助言･相談など ところ･詳細＝商工生活室（☎433･7750）

昨年のお年寄りを敬う会（９月15日・市民会館）

　

●
福
祉
入
浴
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳

以
上
で
自
宅
に
お
風
呂
の
な
い
人

か
、
70
歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
に
毎
月
４
回
分
（
７
月

と
８
月
は
６
回
分
）
の
公
衆
浴
場

の
入
浴
券
（
１
０
０
円
の
自
己
負

担
あ
り
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
福
祉
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
70

歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
に
年
５
回
分
、
理
美
容
の
割
引

券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
徘
徊
高
齢
者
等
家
族
支
援
サ

ー
ビ
ス
／
徘
徊
行
動
の
あ
る
高
齢

者
が
専
用
端
末
機
を
携
帯
す
る
こ

と
で
、
家
族
が
本
人
の
居
場
所
を

確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
軽
減

助
成
／
居
宅
及
び
地
域
密
着
型
の

介
護（
予
防
）サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用

　

●
敬
老
祝
金
／
９
月
１
日
現
在

で
、
蕨
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上

住
ん
で
い
る
左
表
の
年
齢
の
人
に

お
祝
い
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
、

負
担
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
家
族
介
護
慰
労
金
／
介
護
保

険
の
要
介
護
が
４
か
５
で
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
１
年
以
上
利
用
し
て

い
な
い
人
を
、
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
家
族

に
、年
額
10
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

●
在
宅
要
介
護
高
齢
者
手
当
／

在
宅
で
要
介
護
度
が
重
い
低
所
得

の
高
齢
者
に
、
月
額
５
０
０
０
円

を
支
給
し
ま
す
。
対
象
＝
介
護
保

険
被
保
険
者
で
、
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す

人　

①
65
歳
以
上　

②
施
設
に
入

所
し
て
い
な
い　

③
介
護
保
険
の

要
介
護
度
が
４
ま
た
は
５　

④
介

護
保
険
の
保
険
料
段
階
が
第
３
段

階
以
下
（
世
帯
全
員
が
住
民
税
非

課
税
）
⑤
生
活
保
護
を
受
け
て
い

な
い　

⑥
在
宅
重
度
障
害
者
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
人

　

●
老
人
居
室
整
備
資
金
／
60
歳

以
上
の
人
と
同
居
し
て
い
る
か
、

こ
れ
か
ら
同
居
し
よ
う
と
す
る
人

が
、
高
齢
者
専
用
の
居
室
を
備
え

た
住
宅
を
建
築
す
る
際
の
必
要
な

資
金
融
資
を
斡
旋
し
、
利
子
を
全

額
助
成
し
ま
す
。

　

●
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
保
証
料

助
成
／
70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し

か
、
配
偶
者
の
一
方
が
70
歳
以
上

の
夫
婦
世
帯
で
、
市
民
税
非
課
税

　

と
き
＝
14
日
（
土
） 

午
前
の
部

（
午
前
９
時
半
～
11
時
半
）
／
錦

町
・
南
町
・
中
央
１
、
２
、
６
、

７
丁
目
地
区　

午
後
の
部
（
午
後

２
時
半
～
４
時
半
）
／
塚
越
・
北

町
・
中
央
３
、
４
、
５
丁
目
地
区

と
こ
ろ
＝
市
民
会
館　

対
象
＝
77

歳
以
上
の
人
（
昭
和
11
年
９
月
30

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）　

内
容

＝
式
典
（
長
寿
者
表
彰
、
お
祝
い

の
言
葉
な
ど
）、
市
内
小
学
生
に

よ
る
敬
老
作
文
の
朗
読
、
歌
謡
シ

ョ
ー
、
蕨
少
年
少
女
合
唱
団
や
塚

越
５
丁
目
お
は
や
し
の
会
な
ど
の

演
技　

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険

室（
☎
433
・
７
７
５
６
）

お
年
寄
り
を
敬
う
会

お
出
か
け
く
だ
さ
い

給
付
・
助
成
・
融
資
な
ど

満年齢 金　額
75歳 20,000円
77歳 20,000円
80歳 20,000円
85歳 20,000円
88歳 25,000円
90歳 30,000円
95歳 30,000円

    99歳以上 50,000円

高齢者特集②

ご利用ください 福祉事業・制度

老人福祉センターの講座やクラブで地域の人と交流しませんか（けやき荘の俳画講座）

　市では、高齢者の皆さんが
健康で元気に暮らせるように
各種事業を実施しています。
ここ４、５㌻では、福祉事業
や制度などについてご紹介し
ます。ぜひご利用ください。
 問い合わせ
 介護保険室（☎433･7756）
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■遺言やたいせつな契約には公正証書を／公正証書はあなたの権利や財産を守ります 相談はいつでも無料 詳細＝川口公証役場（☎223･0911）

世
帯
の
人
が
、
市
内
の
民
間
賃
貸

住
宅
を
借
り
る
と
き
に
保
証
人
を

確
保
で
き
ず
、
保
証
会
社
の
家
賃

等
債
務
保
証
制
度
を
利
用
し
た
場

合
に
、
初
回
保
証
料
の
２
分
の
１

（
３
万
円
ま
で
）を
助
成
し
ま
す
。

　

●
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
／

70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
か
、
配

偶
者
の
一
方
が
70
歳
以
上
の
夫
婦

世
帯
で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
が
民
間
の
賃
貸
住
宅
に
住
み
、

①
月
額
１
万
円
以
上
３
万
円
未
満

の
家
賃
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、

月
額
６
０
０
０
円　

②
月
額
３
万

円
以
上
６
万
円
以
下
の
家
賃
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
は
、
月
額
１
万

円
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
介
護
予
防
の
た
め
の
住
宅
改

修
費
を
助
成
／
手
す
り
の
取
り
付

け
や
段
差
解
消
、
床
材
の
変
更
、

扉
や
便
器
の
取
り
替
え
な
ど
の
改

修
。
対
象
＝
次
の
①
～
③
全
て
に

該
当
す
る
人　

①
65
歳
以
上
の
在

宅
高
齢
者　

②
介
護
保
険
制
度
で

要
介
護
・
要
支
援
に
該
当
し
な
い

人　

③
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課

税　

助
成
額
＝
改
修
費
用
の
３
分

の
２
以
内
で
上
限
は
10
万
円

　

●
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負

担
軽
減
助
成
／
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
中
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
で

生
計
が
困
難
な
人
（
条
件
あ
り
）

に
負
担
の
一
部
を
軽
減
し
ま
す
。

　

●
寝
具
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳

以
上
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
寝
具
類
の
乾
燥
や
消
毒
を
す

る
こ
と
が
困
難
な
独
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
、ま
た
は
高
齢
者
世
帯
に
、

毎
月
１
回
（
11
月
〜
３
月
は
月
２

回
）、
寝
具
乾
燥
車
を
派
遣
し
ま

す
。寝
具
の
洗
濯
は
年
１
回
で
す
。

　

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳
以
上

の
独
り
暮
ら
し
や
夫
婦
世
帯
な
ど

で
、
食
事
の
用
意
を
す
る
の
が
難

し
い
場
合
、
１
食
４
０
０
円
で
、

温
か
い
夕
食
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

●
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
介

護
保
険
の
要
介
護
４
か
５
の
寝
た

き
り
の
人
に
、
自
宅
で
利
用
で
き

る
割
引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
日
常
生
活
用
具
購
入
費
の
補

助
／
日
常
生
活
で
火
災
警
報
器
、

電
磁
調
理
器
、
自
動
消
火
器
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
65
歳
以
上
の
人

に
、
購
入
費
の
一
部
ま
た
は
全
額

を
補
助
し
ま
す
。
所
得
税
非
課
税

の
人
は
自
己
負
担
な
し
。

　

●
歩
行
補
助
づ
え
が
も
ら
え
ま

す
／
歩
行
に
常
時
つ
え
が
必
要
な

65
歳
以
上
の
人

　

●
紙
お
む
つ
が
も
ら
え
ま
す
／

65
歳
以
上
の
人
で
常
時
お
む
つ
を

必
要
と
医
師
が
認
め
る
人
か
寝
た

き
り
で
常
時
お
む
つ
が
必
要
な
人

　

●
福
祉
連
絡
シ
ス
テ
ム
／
65
歳

以
上
で
体
が
弱
く
、
独
り
暮
ら
し

の
人
の
お
宅
に
、
受
信
セ
ン
タ
ー

と
直
結
し
た
専
用
機
器
を
設
置
し
、

緊
急
通
報
に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
の
派
遣
や
救
急
車
の
要
請
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

●
老
人
憩
い
の
家
み
つ
わ
苑
／

交
流
プ
ラ
ザ
さ
く
ら
内
の
「
み
つ

わ
苑
」（
南
町
２
丁
目
）
は
、
60
歳

以
上
の
人
が
利
用
で
き
ま
す
。
▼

囲
碁
将
棋
サ
ロ
ン
／
月
～
土
曜
日

の
午
後
１
時
～
４
時
半 

初
級
者
、

女
性
大
歓
迎 

▼
喫
茶
ひ
だ
ま
り

／
第
３
水
曜
日
（
今
月
は
18
日
） 

午
後
１
時
半
～
３
時 

お
し
ゃ
べ

り
や
読
書
な
ど
自
由
な
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。
▼
ス
カ
イ
ウ
エ

ル
／
交
流
高
圧
電
位
治
療
器
が
利

用
可
。
午
前
９
時
～
11
時
40
分
、

午
後
１
時
～
４
時
40
分　

※
こ
の

他
催
し
も
開
催
。
詳
細
＝
交
流
プ

ラ
ザ
さ
く
ら
（
☎
432
・
７
２
７
１
）

　

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
対
象

＝
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人　

健
康
体
操
や
書
道
な
ど
の
講
座
で

教
養
を
広
げ
な
が
ら
、
友
達
づ
く

り
も
で
き
ま
す
。▼
松
原
会
館（
錦

町
３
丁
目
）
入
浴
施
設
の
改
修
が

終
わ
り
ま
し
た
。
午
前
11
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
の
間
で
利
用
で
き

ま
す
。休
館
日
＝
日
曜
日
、17
日
、

24
日　

詳
細
＝
同
館
（
☎
443
・
６

５
４
２
）　

▼
け
や
き
荘（
塚
越
５

丁
目
）
各
10
面
の
囲
碁
・
将
棋
盤

あ
り　

初
心
者
大
歓
迎　

会
員
募

集
／
①
正
会
員
＝
60
歳
以
上
の
市

民　

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
＝
小

学
生
か
ら
59
歳
ま
で
の
市
民　

午

後
１
時
半
～
４
時
（
月
２
回
木
曜

日
と
年
末
年
始
を
除
く
）
年
会
費

＝
①
２
０
０
円　

②
無
料　

詳
細

＝
同
施
設（
☎
441
・
０
７
０
５
）

　

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
／

要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、

介
護
予
防
を
は
じ
め
、保
健
師
、主

任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉

士
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
介
護
・

福
祉
・
医
療
・
権
利
擁
護
な
ど
の
支

援
を
行
い
ま
す
。内
容
＝
相
談
・
支

援
、権
利
擁
護
、介
護
予
防
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど　

▼
蕨
ぴ
ん
し

ゃ
ん
教
室
／
転
倒
に
よ
る
骨
折
や

寝
た
き
り
を
防
ぐ
運
動
を
行
う
教

室
。
10
月
16
日
～
11
月
13
日 

毎
週

水
曜
日　

午
前
９
時
半　

け
や
き

荘　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
65
歳
以
上
の
市
民　

25
人（
先
着

順
）　

申
し
込
み
＝
９
日
～
13
日
に

同
セ
ン
タ
ー（
☎
434
・
６
７
２
１
）

　

と
き
＝
12
日
〜
16
日
の
正
午
ま

で　

中
央
公
民
館　

内
容
＝
60
歳

以
上
の
皆
さ
ん
が
作
成
し
た
書
道

や
絵
画
、
写
真
な
ど
を
多
数
展
示

し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保

険
室（
☎
433
・
７
７
５
６
）

　

仲
間
を
つ
く
っ
て
楽
し
く
学
ぶ

場
で
す
。
と
き
＝
原
則
第
３
月
曜

日　

午
後
１
時
半
〜
３
時　

東
公

民
館　

対
象
＝
65
歳
以
上
の
人　

参
加
費
＝
年
間
１
５
０
０
円　

申

し
込
み
＝
申
込
書
に
参
加
費
を
添

え
て
同
館（
☎
442
・
４
０
５
２
）

　

無
料
パ
ス
を
提
示
す
る
と
、
運

賃
が
無
料
と
な
り
ま
す
。
対
象
＝

75
歳
以
上
の
市
民　

申
請
・
交
付

／
持
ち
物
＝
身
分
証
明
書
（
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
な
ど
年

齢
が
確
認
で
き
る
物
）、
証
明
写

真
（
縦
３
㌢
×
横
2.4
㌢
）
を
２
枚 

※
原
則
、即
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

申
請
＝
平
日
の
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時
に
市
役
所
２
階
安
全
安
心

推
進
課（
☎
433
・
７
７
５
５
）

趣
味
の
高
齢
者
作
品
展

塚
越
プ
ラ
チ
ナ
学
園

在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス

生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与

充
実
し
た
毎
日
を

介
護
予
防
・
健
康

ご
利
用
く
だ
さ
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
ぷ
ら
っ
と
わ
ら
び
無
料
パ
ス
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種まきや植え付け、水やり―。全ての工程に愛情をこめて、一つひとつ生長を見守る。
ボランティア９人の皆さんの流した汗が、農作物の味わいをいっそう豊かにしています

おいしい野菜作りは、よい土づくりから

①「どのダイコンが大きいかな？」と、探
検中　②力を合わせ、「ヨイショ！」大物を
引き抜きました　③自然の恵みがたっぷり
詰まったスイカ。重いけど落とさないでね
④「この野菜、初めて見た」、「ダイコンの仲
間・ラディッシュって言うんだよ」　⑤菜園
内を観察。オイモもすくすく育っています

子どもたちの笑顔、
　　今年も豊作です。

特集：ぷちトマトくらぶ

心の触れ合いが
私たちの活力に

ぷちトマトくらぶ
ボランティアリーダー

樺
かば

澤
さわ

　靖
やす

夫
お

さん

　住宅都市・蕨で暮らす子どもたち
にとって、じかに土に触れ、自然を
肌で感じる機会は、とても貴重です。
同時に、私たちにとっても、子どもた
ちと触れ合える時間はたいせつです。
　みんなの喜ぶ顔が見たくて、菜園
で作業するのが日課になってしまい
ました。次の収穫も楽しみですね。

１

２

5

4
3

央
７
丁
目
の
一
角
。

住
宅
に
囲
ま
れ
た
４

２
９
平
方
㍍
の
小
さ
な
空
間

か
ら
、「
そ
ろ
そ
ろ
ス
イ
カ
が

食
べ
頃
だ
な
」と
、声
が
聞
こ

え
ま
す
。声
の
主
は
、中
央
地

区
の
３
つ
の
公
民
館
が
運
営

す
る「
ぷ
ち
ト
マ
ト
く
ら
ぶ
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

で
す
。
炎
天
下
で
も
足
し
げ

く
菜
園
に
通
う
皆
さ
ん
の
思

い
は
、種
を
ま
き
、生
長
を
観

察
し
、収
穫
す
る
―
。そ
ん
な

生
活
の
原
点
を
、
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
た
い
と
い
う
こ
と
。

　

そ
う
し
た
支
え
に
よ
り
、

自
然
体
験
を
重
ね
て
い
る
の

が
、
34
人
の
小
学
生
。「
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
に
は
ひ
げ
が
生
え

て
る
の
？
」、「
野
菜
っ
て
こ

ん
な
に
甘
い
ん
だ
ね
」と
、元

気
な
声
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。

帰
り
際
に
は
「
今
日
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」。

　

そ
ん
な
世
代
を
超
え
た
触

れ
合
い
も
、
ぷ
ち
ト
マ
ト
く

ら
ぶ
の
魅
力
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
願
い
が

通
じ
た
の
か
、
こ
の
夏
も
収

穫
物
が
ど
っ
さ
り
。
そ
し
て

笑
顔
も
―
。も
う
す
ぐ
、実
り

の
季
節
・
秋
を
迎
え
ま
す
。

中

日本一の過密都市で
自然の恵みに培われた絆
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歴
史
広
め
続
け
る
　
　

　
　
　
　
　
機
ま
つ
り

　

古
く
は
、
織
物
産
地
と
し

て
栄
え
た
蕨
―
。
そ
の
歴
史

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
町
全

体
の
産
業
の
発
展
を
願
い
、

機
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
た
の

は
、昭
和
26
年
の
こ
と
で
す
。

　

昔
の
写
真
は
、昭
和
28
年
、

第
３
回
機
ま
つ
り
花
自
動
車

パ
レ
ー
ド
の
様
子
で
す
。
中

山
道
と
蕨
駅
西
口
駅
前
通
り

の
交
差
点
付
近
で
撮
影
さ
れ

た
写
真
で
、
確
認
さ
れ
て
い

る
機
ま
つ
り
の
写
真
で
は
最

も
古
い
物
で
す
。
昭
和
47
年

ま
で
、
祭
り
に
先
駆
け
て
行

わ
れ
て
い
た
同
パ
レ
ー
ド
は
、

織
物
組
合
や
紡
績
会
社
を
中

心
に
、
ち
ょ
う
ち
ん
や
花
飾

り
で
自
動
車
を
装
飾
。
多
く

の
見
物
客
が
見
守
る
な
か
を

華
々
し
く
行
進
し
ま
し
た
。

　

今
の
写
真
は
、
８
月
２
日

か
ら
５
日
ま
で
開
催
さ
れ
た

第
63
回
機
ま
つ
り
の
様
子
。

蕨
駅
西
口
駅
前
通
り
を
主
会

場
に
、
沿
道
は
趣
向
を
凝
ら － 318 －

た
協
働
事
業
提
案
制
度
は
、

市
民
活
動
団
体
が
そ
の
専
門

性
や
柔
軟
性
を
生
か
し
た
事

業
を
市
に
提
案
し
、
協
働
で

実
施
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

課
題
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
今
年
度
は
5
団

体
か
ら
提
案
が
あ
り
（
右
下

囲
み
）、７
月
に
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
と
審
査
委
員
会
が

行
わ
れ
た
結
果
、
下
囲
み
の

２
団
体
が
提
案
し
た
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
と
も
に
市
か
ら
補
助
金

を
受
け
る
形
で
来
年
３
月
ま

で
に
事
業
を
行
い
、終
了
後
、

市
と
団
体
が
評
価
を
つ
け
、

そ
の
効
果
を
確
認
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
情
熱
が

ま
ち
を
動
か
し
、
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま

す
。市
で
は
、今
後
も
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
事
業
の

経
過
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

リポート　そこが知りたい

〈92〉

　　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
基
に
よ
り
よ
い
ま
ち

を
目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
盛
ん
な
蕨
で

は
、
従
来
か
ら
市
民
の
皆
さ

ん
も
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り

に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
社
会
環
境
の
変
化
な
ど

で
、
現
状
で
は
解
決
で
き
な

い
地
域
課
題
も
出
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
創
設
さ
れ 協

働
事
業
提
案
制
度
が
ス
タ
ー
ト

市
民
と
市
が
協
力
し
て
魅
力
あ
る
ま
ち
へ

　
「
蕨
市
市
民
参
画
と
協
働
を
推
進
す
る
条
例
」に
基
づ
き
、
市
民
と
市
が
力
を
合
わ
せ
、
地
域
課

題
を
解
決
し
て
い
こ
う
と
今
年
度
創
設
さ
れ
た
協
働
事
業
提
案
制
度
。
今
月
は
そ
の
内
容
と
、
同

制
度
の
下
で
実
施
が
決
定
し
た
２
つ
の
事
業
に
つ
い
て
、各
団
体
の
か
た
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

互いに手を取り合いながら２
事
業
の
実
施
が
決
定

【提案された５つの事業名】
　機織り体験教室
　�自分らしく働きたい

母親を応援する事業
・�蕨市分譲マンション実態調査
・�蕨市民主体による
　防災体制の地域モデル事業
・�同じ地域で暮らす親同士が共に

学び共に育つ「親の学び事業」

　日頃から勉強会な
どを開き、子育て世
代を応援する活動を
しています。今回の
事業では、フェスタ
を通じて、ママたちの仕事や子育てへ
の考え方を深めるきっかけづくりにし
たいと思います。女性起業家による講
演会や美容、手芸などの特技を生かし
た内容の出店ブースを設ける予定です。
多くの人のご来場をお待ちしています。
とき＝来年１月19日（日）　午前10時～
午後３時　ところ＝文化ホールくくる

　蕨の織物文化を継
承していきたいとの
思いで、活動してい
る私たちは、今回の
事業を通して、子ど
もたちに機織りのまちとして栄えた歴
史や伝統的な技術、綿花の栽培方法な
どを伝えたいと考えています。全７小
学校に出向いて、市内で長年、機屋を
営んでいた講師が織り機を使って、指
導をします。この取り組みでまちへの
誇りや愛着、そして、新たな担い手が
生まれるきっかけになれば幸いです。

フェスタ開催で
ママたち応援

まちの誇りを
子どもたちに

岡
おか

元
もと

 弘
ひろ

子
こ

代表川
かわ

野
の

 耕
こう

三
ぞう

事務長

子育て応援クラブむくむく（会員11人）はたごっこ（会員20人）

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
活
動

推
進
室（
緯
433・７
７
４
５
）

採

採
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■｢子どもの人権110番｣強化週間／30日～10月4日　午前8時半～午後7時　専用電話＝0120・007・110（無料）　相談担当＝法務局職員・埼玉県人→

恒例のお祭り大盛況！
　

８
月
16
日
、福
祉
・
児
童
セ

ン
タ
ー
で「
な
つ
ま
つ
り
」が

開
か
れ
ま
し
た
。館
内
は
、輪

投
げ
や
く
じ
引
き
、
魚
釣
り

な
ど
、
手
作
り
の
縁
日
コ
ー

ナ
ー
が
め
じ
ろ
押
し
。更
に
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
48
人

が
お
祭
り
を
一
段
と
盛
り
上

げ
、
親
子
連
れ
な
ど
、
訪
れ

た
３
３
３
人
は
、
楽
し
い
夏

の
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

小
雨
模
様
と
な
っ
た
８
月

25
日
、
中
央
小
学
校
で
総
合

防
災
演
習
が
開
か
れ
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、初
期
消
火
訓
練
や

水
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
、一
斉
放
水

な
ど
を
実
施
。更
に
今
年
は
、

地
域
防
災
支
援
を
行
う
中
学

生「
Ｗ
Ｓ
Ｓ
」の
参
加
も
あ
り
、

１
０
６
５
人
は
地
域
の
連
携

や
災
害
へ
の
備
え
の
た
い
せ

つ
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

㈱伊藤園と災害時協定
　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、８
月
22
日
、

県
内
に
11
の
営
業
所
を
持
つ
、

株
式
会
社
伊
藤
園
と
協
定
を

結
び
ま
し
た
。
協
定
で
は
災

害
時
、
同
社
の
営
業
所
拠
点

内
に
あ
る
飲
料
水
等
の
提
供

や
、
災
害
対
応
型
自
動
販
売

機
の
在
庫
品
の
無
償
提
供
な

ど
が
定
め
ら
れ
、
災
害
へ
の

備
え
が
更
に
向
上
し
ま
し
た
。

リンデンで青少年交流

平和への願いをこめて

　

蕨
市
と
友
好
都
市
の
ド
イ

ツ
・
リ
ン
デ
ン
市
で
７
月
26

日
か
ら
８
月
６
日
ま
で
国
際

青
少
年
キ
ャ
ン
プ
が
開
か
れ
、

13
歳
か
ら
17
歳
ま
で
の
青
少

年
と
指
導
者
19
人
が
参
加
。

ド
イ
ツ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
青
少
年
と
の
キ

ャ
ン
プ
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な

ど
を
通
じ
て
、
国
境
を
越
え

た
心
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
、
塚
越
地
区
の

平
和
事
業
の
一
環
と
し
て
、

今
年
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ

る
市
民
公
園
の
清
掃
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た

63
人
は
、
ほ
う
き
や
モ
ッ
プ

を
手
に
園
内
の
平
和
之
母
子

像
や
噴
水
な
ど
を
清
掃
。
心

を
こ
め
て
磨
か
れ
た
母
子
像

は
、
平
和
の
象
徴
と
し
て
輝

き
を
い
っ
そ
う
増
し
ま
し
た
。

まちで広げる防災の輪

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

情報ダイヤル
掲載は無料です

問秘書広報課（緯433・7703）

〔無料で差し上げます〕
▶電動リクライニング式ベッド　シン
グルサイズ　２年ほど使用　取りに来
てくれる人︿春原・緯432・6035﹀
〔仲間になりませんか〕
▶火曜太極拳クラブ　月４回火曜日　
午後１時15分　中央公民館　月2,500
円　初心者歓迎︿竹内・緯445・8531﹀
▶南囲碁クラブ　火曜日　午前９時半 
南公民館　無料︿井上・緯442・0259﹀
▶児童合唱団「野うさぎ」　土曜日　午
後４時15分　南公民館　月3,500円　
幼児～中学生︿近藤・緯441・5659﹀
▶わらびシニアパソコンクラブ　24期
生募集　10月開講　第１・３金曜日　
午後１時半　中央東小学校隣・旧加藤
文具２階　月2,000円　パソコン持参
︿額賀・緯432・5217﹀
▶楊名時（太極拳）　土曜日　午後２時
半　蕨駅東口駅前ラ・セーヌビル　月
4,500円︿浦島・緯224・5915﹀
▶蕨北町サッカースポーツ少年団　土・
日曜日・祝日　北小学校　月1,500～
2,000円（未就学児は年間1,000円）　年
中～小学生︿小泉・緯090・4948・5936﹀
▶田中良忠貝画教室（蛤貝細密画）　月
１回土曜日　午後１時　文化ホールく
るる　月5,000円︿田中・緯431・2959﹀
▶ＣＡＮＤＤＹ（英会話）　木曜日　午後
３時半　北町公民館　月1,800～2,000円 
３～４歳︿金子・緯090・7840・9317﹀
▶アーサナヨガクラブ　火曜日　午後
７時　中央公民館　月2,000円︿山﨑・
緯443・6095﹀
〔参加しませんか〕
▶イキイキ健康絆の会健康講演＆アコ
ーディオン演奏会　15日　午前10時　
市民会館　300円︿平田・緯444・2222﹀
▶日帰り旅倶楽部　城下町へ行こう・
小田原へ　11月23日　1,000円︿岩本・
緯090・3431・4295﹀
▶ダンスパーティー　５日・21日・26
日　午後１時　文化ホールくるる　
499円︿犬塚・緯441・7373﹀
〔ご相談ください〕
▶蕨断酒会（酒害相談）　３日＝中央公
民館　18日＝南公民館　26日＝旭町公
民館　午後７時︿岡田・緯441・3172﹀

し
た
七
夕
飾
り
で
彩
ら
れ
た

ほ
か
、
恒
例
の
手
踊
り
も
披

露
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、今
年

は
都
市
間
交
流
の
一
環
と
し

て
、
群
馬
県
片か

た

品し
な

村
や
栃
木

県
大お

お

田た

原わ
ら

市
の
物
産
販
売
な

ど
も
あ
り
、
郷
土
の
歴
史
を

県
内
外
に
発
信
し
続
け
て
い

ま
す
。会
場
は
、延
べ
26
万
人

の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

いま むかし
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ど
ん
ぐ
り
公
園（
中
央
７
︱

53
）を
清
掃
す
る
「
ど
ん
ぐ
り
会｣

の
皆
さ
ん

■中小企業・個人事業者のための無料法律相談会／14日　午後１時～３時　埼玉弁護士会法律相談センター　詳細＝同センター（緯048・710・5666）

ワ
ラ
ビ　

じ
い
ち
ゃ
ん
、
そ

の
表
彰
状
ど
う
し
た
の
!?

じ
い
ち
ゃ
ん　

自
主
管
理
団

体
の
活
動
の
な
か
で
公
園
に

花
を
植
え
て
い
る
ん
だ
が
、

そ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
て
市

か
ら
表
彰
を
受
け
た
ん
だ
。

お
母
さ
ん　

７
月
に
中
央
公

民
館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
て
、

３
団
体（
ど
ん
ぐ
り
会
、ク
リ

ー
ン
ア
ッ
プ
あ
け
ぼ
の
、
ね

む
の
木
公
園
を
き
れ
い
に
す

る
会
）が
表
彰
さ
れ
た
の
よ
。

ワ
ラ
ビ　

と
こ
ろ
で
、
自
主

管
理
団
体
っ
て
な
あ
に
？

じ
い
ち
ゃ
ん　

住
民
が
中
心

と
な
っ
て
、
地
域
の
公
園
や

道
路
な
ど
を
自
主
的
に
管
理

し
て
い
る
団
体
の
こ
と
だ
。

お
母
さ
ん　

清
掃
活
動
や
除

草
、
施
設
の
点
検
な
ど
を
行

活
動
で
交
流
や
愛
着
を
深
め
る
き
っ
か
け
に

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」で
広
が
る
憩
い
の
空
間

っ
て
く
れ
て
い
る
の
よ
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

現
在
（
７
月

末
）、
市
内
60
か
所
以
上
で
、

39
団
体
、
２
４
８
８
人
が
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
ん
だ
。

ワ
ラ
ビ　

す
ご
い
た
く
さ
ん
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

多
く
の
人
が

地
域
を
支
え
て
い
る
。市
は
、

平
成
２
年
、
み
ん
な
で
手
を

携
え
て
公
共
施
設
を
守
ろ
う

と
、「
公
園
・
歩
道
緑
地
帯
自

主
管
理
実
施
要
綱
」を
定
め
、

活
動
を
制
度
化
し
た
ん
だ
。

お
母
さ
ん　

自
主
的
な
活
動

を
応
援
し
て
、
市
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
を
更
に
進
め
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
ね
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

そ
の
と
お
り
。

活
動
は
住
民
ど
う
し
の
交
流

や
ま
ち
へ
の
愛
着
を
深
め
る

よ
い
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。

ワ
ラ
ビ　

自
主
管
理
団
体
に

は
ど
う
し
た
ら
な
れ
る
の
？

じ
い
ち
ゃ
ん　

原
則
20
人
以

上
の
団
体
が
対
象
で
、
週
に

１
回
以
上
の
清
掃
や
年
に
３

回
以
上
の
除
草
な
ど
、
定
期

的
な
活
動
が
必
要
に
な
る
。

お
母
さ
ん　

人
数
に
よ
っ
て

年
額
８
万
１
０
０
０
円
以
内

で
助
成
金
が
も
ら
え
る
の
よ
。

ワ
ラ
ビ　

そ
う
な
ん
だ
。
と

こ
ろ
で
、
管
理
活
動
と
お
花

の
表
彰
は
関
係
が
あ
る
の
？

じ
い
ち
ゃ
ん　

よ
く
気
が
つ

い
た
ぞ
。
こ
れ
は
平
成
22
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
、「
花
い
っ

親と子の
ニュースの
小窓

市民の皆さんが主体
まちの環境美化を進める

自主管理団体
　市民の皆さんが中心となって、公
園や道路などの清掃・点検に取り組
んでいる自主管理団体。まちの環境
美化を推進しながら、地域に花を植
える活動にも取り組むことで、安ら
ぎと潤いをもたらしています。今月
は、その活動についてご紹介します。

ぱ
い
運
動
」と
い
う
事
業
だ
。

ワ
ラ
ビ　

花
い
っ
ぱ
い
？

じ
い
ち
ゃ
ん　

家
庭
か
ら
出

た
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー
で
栽
培
し
た
苗
を
市
が
団

体
へ
配
布
し
、
そ
れ
を
公
共

施
設
な
ど
で
育
て
る
活
動
だ
。

お
母
さ
ん　

昨
年
度
は
１
万

２
４
９
０
ポ
ッ
ト
が
自
主
管

理
団
体
へ
配
ら
れ
た
の
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

ま
ち
の
景
観

を
守
り
な
が
ら
花
を
植
え
る

こ
と
で
、
地
域
に
憩
い
の
空

間
を
広
げ
て
い
る
ん
だ
。

ワ
ラ
ビ　

み
ん
な
が
気
持
ち

よ
く
過
ご
せ
る
の
は
、
こ
う

し
た
活
動
の
お
か
げ
だ
ね
。

お
母
さ
ん　

だ
か
ら
、
活
動

す
る
人
の
身
に
な
っ
て
ポ
イ

捨
て
を
し
な
い
な
ど
、
マ
ナ

ー
を
守
る
こ
と
も
大
事
よ
ね
。

ワ
ラ
ビ　

う
ん
。
き
れ
い
な

ま
ち
づ
く
り
に
協
力
す
る
！

問
い
合
わ
せ
＝
道
路
公
園
課

公
園
係
（
緯
433
・
７
７
１
６
）
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言
こと

葉
は

ちゃん
（１歳４か月）

上
うえ

田
だ

　和
かず

也
や

さん　
綾
あや

子
こ

さんの
長女　　　　

　　北町３丁目

凛
りん

花
か

ちゃん
（５歳11か月）

健
けん

太
た

ちゃん
（４歳２か月）

垪
は

和
が

　良
りょう

太
た

郎
ろう

さん　
彩
あや

香
か

さんの
長女・長男　 　

　　北町５丁目

■日頃の備えに活用を／県防災学習センターでは防災（消火・暴風雨・地震・煙）の疑似体験ができます　詳細＝同センター（緯048・549・2313）

　
「
優
し
く
て
頼
り
が
い
の

あ
る
姉
の
凛
花（
右
）と
、
明

る
く
て
元
気
な
健
太（
左
）。

最
近
で
は
、
お
し
ゃ
べ
り
が

上
手
に
な
っ
て
き
た
健
太
が

凛
花
に
い
ろ
い
ろ
と
教
わ
る

姿
を
見
か
け
ま
す
。
そ
の
一

つ
が
バ
ナ
ナ
ジ
ュ
ー
ス
作
り

で
す
。『
と
ん
と
ん
』と
、
バ

ナ
ナ
を
切
る
凛
花
の
隣
で
ミ

キ
サ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
す

健
太
。
力
を
合
わ
せ
て
作
っ

た
ジ
ュ
ー
ス
は
ほ
ん
と
う
に

お
い
し
い
ん
で
す
よ
。
こ
れ

か
ら
も
、下
の
弟
と
と
も
に
、

兄
弟
の
つ
な
が
り
を
た
い
せ

つ
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
話
す
、母
親
の
彩
香
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－497－

かるた
　アンチエイジング

　

噛か

み
砕
く
こ
と
。
噛
む
こ

と
は
脳
の
刺
激
に
な
り
ま
す
。

「
８
０
２
０
運
動
」の
名
称
で
、

80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
の
歯

を
保
と
う
と
い
う
運
動
が
あ

り
ま
す
。
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
噛

む
力
に
は
歯
が
必
要
で
、
歯

が
減
る
と
と
も
に
噛
む
力
が

弱
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

動
物
で
は
、
硬
い
餌
と
柔
ら

か
い
餌
を
与
え
た
群
を
比
べ

る
と
、
硬
い
餌
を
よ
く
咀
嚼

し
た
群
は
、
学
習
能
力
が
向

上
し
て
、
脳
の
老
化
遅
延
に

効
果
が
あ
る
と
い
う
実
験
結

果
が
あ
り
ま
す
。
歯
を
保
つ

こ
と
、
口
の
中
か
ら
始
め
る

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
も
あ
る

の
で
す
よ
。
よ
く
噛
ん
で
脳

に
刺
激
を
与
え
ま
し
ょ
う
。

DE

蕨
市
立
病
院

柴し
ば

田た 

優ゆ
う

子こ 

医
師

健
康
増
進
（
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
）外
来
は
木
曜
日
午
後
。詳
細

は
市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
咀そ　
嚼し
ゃ
く

そ

　

７
月
26
日
か
ら
８
月
２
日

の
日
程
で
リ
ン
デ
ン
市
を
訪

問
し
ま
し
た
。
蕨
と
リ
ン
デ

ン
は
35
年
以
上
に
及
ぶ
交
流

が
続
い
て
お
り
、
蕨
市
制
50

周
年
で
は
、
代
表
団
と
と
も

に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
も
輝
い
た
こ
と
が
あ

る
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
を
派

遣
し
て
い
た
だ
き
、
す
ば
ら

し
い
演
奏
で
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

の
際
に
は
８
万
ユ
ー
ロ
（
約

９
０
０
万
円
）
も
の
義
援
金

を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

市
長
就
任
来
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
に
ご
招
待
を
い
た
だ

き
な
が
ら
公
務
の
都
合
で
訪

問
で
き
な
い
で
い
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
、
リ
ン
デ
ン
で
開

催
さ
れ
た
国
際
青
少
年
キ
ャ

ン
プ
に
合
わ
せ
て
訪
問
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
参
加
し

た
蕨
の
青
少
年
が
海
外
の
青

少
年
た
ち
と
の
交
流
を
通
じ

て
日
に
日
に
い
き
い
き
と
す

る
姿
を
見
て
、
こ
の
事
業
の

す
ば
ら
し
さ
を
確
信
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
リ
ン
デ
ン
市
へ
の

公
式
訪
問
や
交
流
を
通
じ

て
、
リ
ン
デ
ン
の
ま
ち
の
美

し
さ
、
リ
ン
デ
ン
の
皆
さ
ん

の
友
情
と
信
頼
を
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ
ん

有
意
義
な
訪
問
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
今
回
の
訪
問
で

は
公
費
は
使
わ
な
い
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

市長　賴 髙 英 雄

蕨の友好都市・ドイツ
リンデン市を訪問

63

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
ただし、今月は12日。10月は
３日です。時間は午後１時～
５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課

（緯433・7701）へ

　

自
分
の
背
よ
り
も
長
い
琴
の
前
に
座

っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
13
本
の
弦
を
は

じ
い
た
瞬
間
、
余
韻
あ
ふ
れ
る
響
き
に

包
ま
れ
る
館
内
―
。
こ
れ
は
、
下
蕨
公

民
館
の「
お
琴
体
験
教
室
」（
全
４
回
）で

の
ひ
と
こ
ま
で
す
。
同
館
で
活
動
す
る

「
弦
の
響
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
指
導
の
下
、

７
月
23
日
か
ら
８
月
20
日
ま
で
、
小
学

生
10
人
が
日
本
の
伝
統
文
化
を
学
び
ま

し
た
。「
き
れ
い
に
音
が
出
る
よ
う
に
な

る
と
楽
し
い
」と
、自
信
を
つ
け
た
子
ど

も
た
ち
は
、
下
蕨
地
区
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル（
９
月
７
日
）へ
の
出
演
が

決
定
。
美
し
い
音
色
と
か
わ
い
ら
し
い

笑
顔
で
魅
了
す
る
舞
台
に
注
目
で
す
。

子どもクラブ響かせよう！優雅な和の心

下蕨公民館
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面
に
の
せ
た
思
い
が
流
れ

る
よ
う
に
音
を
紡
ぐ
。
心

を
こ
め
た
曲
で
聴
く
人
を
魅
了
す

る
の
は
作
曲
家
の
中
島
満
久
さ
ん

（
27
歳
・
中
央
１
丁
目
）
で
す
。

　

中
島
さ
ん
の
出
身
は
広
島
県
呉く

れ

市
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
歌
が
好
き

で
、
地
元
の
呉
少
年
合
唱
団
や
男

声
合
唱
団
な
ど
で
音
楽
と
触
れ
合

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
歌
う

だ
け
で
な
く
作
曲
に
も
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、
大
学
で
は
作
曲

コ
ー
ス
に
進
学
。
作
曲
に
つ
い
て

基
礎
か
ら
徹
底
的
に
学
び
ま
し
た
。

　

卒
業
後
も
音
楽
活
動
を
続
け
て

い
た
中
島
さ
ん
に
あ
る
転
機
が
訪

れ
ま
し
た
。
平
成
24
年
の
「
全
日

本
少
年
少
女
合
唱
祭
全
国
大
会
」

の
開
催
地
が
呉
市
に
決
定
し
、
そ

の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の
作
曲
家
と
し
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平
成
二
十
五
年
九
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
作曲家　　　　　　　　　

中
なか

島
しま

 満
みつ

久
ひさ

 さん

譜

合唱曲で創る笑顔の舞台

て
、
地
元
出
身
の
中
島
さ
ん
に
白

羽
の
矢
が
立
っ
た
の
で
す
。
作
曲

に
当
た
り
、
脳
裏
に
よ
ぎ
っ
た
の

が
テ
レ
ビ
で
見
た
東
日
本
大
震
災

の
悲
し
い
光
景
で
し
た
。
未
曾
有

の
災
害
が
起
き
た
今
こ
そ
、「
心

を
一
つ
に
前
を
向
い
て
い
こ
う
」、

「
生
き
る
源
に
な
る
曲
に
し
た
い
」

と
の
思
い
が
募
り
ま
し
た
。
幅
広

い
世
代
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
試

行
錯
誤
を
重
ね
、
そ
し
て
生
ま
れ

た
曲
が「
地
球
と
い
う『
楽
園
』」。

本
番
で
曲
が
披
露
さ
れ
る
と
、
目

に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、
児
童

た
ち
の
い
き
い
き
と
し
た
表
情
と

一
体
感
に
包
ま
れ
た
会
場
で
し
た
。

「
シ
ン
プ
ル
な
メ
ロ
デ
ィ
が
心
に
響

い
た
」
と
周
囲
か
ら
も
好
評
で
、

「
こ
れ
ま
で
に
な
い
感
動
を
覚
え
、

作
曲
家
と
し
て
生
き
る
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

現
在
は
、
曲
作
り
や
合
唱
の
指

導
で
各
地
を
駆
け
回
る
一
方
、
蕨

男
声
合
唱
団
や
混
声
合
唱
団
の
活

動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。「
団
の

皆
さ
ん
と
の
や
り
取
り
か
ら
学
ぶ

こ
と
も
多
い
で
す
ね
」と
、す
っ
か

り
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
、

蕨
の
ま
ち
の
温
か
さ
に
愛
着
が
わ

い
て
い
ま
す
。
い
つ
の
日
か
蕨
の

曲
を
作
り
た
い
で
す
ね
」と
、思
い

を
膨
ら
ま
せ
る
中
島
さ
ん
。
そ
の

情
熱
で
、
蕨
に
更
な
る
音
楽
の
輪

を
広
げ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ピアノの前で笑顔の中島さん

輝

いて
ます

　

超
高
齢
社
会
と
呼
ば
れ
る
現
代
、

ご
家
族
へ
の
介
護
で
、
不
安
を
抱
え

て
い
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
、
そ
ん
な
介

護
者
の
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
介
護
関
連

セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
の
有
志
に
よ
っ

て
、
今
年
５
月
に
発
足
し
た
ば
か
り

の
会
で
、
現
在
、
18
人
の
会
員
で
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
の
中
心
と
し
て
、
中
央

公
民
館
と
の
協
働
事
業
「
ホ
ッ
と
お

し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
す
。
た
い
せ
つ
な
ご
家
族
を
介

護
さ
れ
て
い
る
人
、
こ
れ
か
ら
さ
れ

る
人
、
終
え
ら
れ
た
人
に
気
軽
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
悩
み
や
現
状
な
ど

自
由
に
お
話
を
し
な
が
ら
く
つ
ろ
い

で
い
た
だ
く
場
で
す
。
介
護
中
は
、

孤
立
感
を
感
じ
て
し
ま
い
が
ち
で
す

の
で
、
仲
間
づ
く
り
や
情
報
交
換
の

場
と
し
て
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

第
１
回
目
は
10
月
３
日
で
す
。
今

年
度
は
原
則
、
毎
月
第
１
木
曜
日
の

午
後
１
時
半
か
ら
３
時
半
ま
で
、
中

央
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。
参
加
費

は
１
０
０
円
（
お
茶
・
お
菓
子
代
）

で
、時
間
中
の
入
退
室
は
自
由
で
す
。

一
人
だ
け
で
悩
み
を
抱
え
な
い
で
、

ホ
ッ
と
一
息
つ
き
に
来
ま
せ
ん
か
？

旭
あさひ

　康
やす

子
こ

 会長

中央公民館（☎432・2530）でお待ちしています

わらび介護者
「ホッとおしゃべりサロン」の会

紹介します！ 皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

支
え
合
う
心
た
い
せ
つ
に

広
が
る
介
護
者
支
援
の
輪

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
わ
ら
び

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
445
・
７
２
５
６
）の
市
民
活
動

登
録
団
体
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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